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学位論文内容の要旨

近年の研究で､免疫擁掛 こ関わる分子が､シナプス回路構築や神捉可艶性に重要な役割

を果たしていることが明らかになっている｡我Jui,先攻的穣分子のひとつであるFcYR

丑8賓白が紳輔性介在ニ3.-ロンであるPBmaIubTDinN伽rDn(PVnetqons)に発現してい

ることを明らかにした.

この研究では./<レル皮質 (p-次体性感覚桝 におけるPVnetJrOnSの出現と感覚遮断の

影響をFcTR江8欠損マウス (FcγRⅡB-/-)と野生型マウスで比較した.野生型マウスで

は出生妊磯 (紬またはPTからP12-P14)から感覚遮断を行うと,一上-.時的にPV恥 uronの増加

を瀦発し,出生7日後,または14日鶴から28日徐まで感覚遮断を行った亀倉,PV恥uron

は城少した.-･方でFGγ和 Bイーマウスで軌 出生直後から感覚遮断を行ってもPVM8IU 冊

数の増加は新発されず.出生 7日後.また練14FI雀から28日後まで感覚避断を行った場

合.PV馳urt)n軟は減少しなかった.

この結果からPVの発動ま感覚刺汝によって受配されており.生硬2過日から3週日が感

覚速断の影響を受けやすい時期であることが分かった.さらに,FcγR旺Bが感党刺激によ

るPVの発現に関与していることが明らかになった.

論文審査の結果の要旨

曲文学査要旨 :

沖潅弟には様々な免疫系機能分子が発現 していることが知 られ るが､その機

能の多くが不明である.そうした分子の一つであるF¢TRnB娃マウスの抑勧性

ニューロンであるパルプアルブミンニューロンに発現しているが､その機能は不明

であった｡本研究はその分子が月毎の成長期にシナプスの形成に額極的に関わってい

ることを､FcYR丑Bノックアウトマウスを用いた臭駄モデルで明らかにした研究で

あり,縛士論文として相応 しい内容である事を醸静した｡今嶺多くの免疫系機能分

子が中枢神経系における孟要な役割が解明されてい(ことが期待されるが.そうし

た研究の一乗として非常に価値のある研究成果と考える.


